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The Japanese “Illegal Immigration” into Hong Kong 
After World War II : From Repatriation Seekers in the 

Late 1940s to smuggling in the early 1950s

Hiroshi�Murai

Abstract

　　This�study�aims�to�elucidate�the�background�and�changing�nature�of�
the�illegal�immigration�of�Japanese�people�into�Hong�Kong�from�the�end�
of�World�War�II�until�the�establishment�of�the�Japanese�Consulate�Gen-
eral�in�Hong�Kong�in�1952.
　　The�description�by�a�journalist�who�came�to�Hong�Kong�immediate-
ly�after�signing�the�Peace�Treaty�in�1951�revealed�that�even�at�that�time,�
there�were�Japanese�residents�in�Hong�Kong�who�were�officially�not�sup-
posed�to�exist�（Section�1）.
　　Articles�from�Chinese-language�newspapers�in�Hong�Kong�revealed�
that�around�the�time�of�the�Communist�victory�in�the�Chinese�Civil�War,�
some� Japanese� people�who� had� remained� in�China� for� various� reasons�
post-war� attempted� to� enter�Hong�Kong� seeking� repatriation� to� Japan.�
They�were� subject� to� the� control� of�Hong�Kong�authorities,�who�were�
wary�of�the�influx�of�refugees�from�mainland�China�（Section�2）.
　　Many�of�these�Japanese�people�were�women,�and�Japanese�women�
married�to�Chinese�people�were�less�visible�from�the�Consulate-Generalʼs�
point� of� view.� Nevertheless,� the� Consulate-General� acting� as� an� under-
writer� opened� the� way� for� the� Japanese� who� wished� repatriation� via�
Hong�Kong�to�enter�Hong�Kong.�After�that,�articles�in�Chinese-language�
newspapers� concerning� illegal� Japanese� immigration� there� for� repatria-
tion�were�no�longer�found�（Section�3）.
　　However,� in� Hong� Kong� after� 1950,� where� regulations� remained�
strict,� there� were� cases� of� Japanese� people� directly� involved� in� trade�

（smuggling）�after�entering�Hong�Kong�illegally,�against�the�backdrop�of�
the�development�of�private�Japanese�trade,�and�there�were�new�forms�of�
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illegal� entry� incidents� for� this� purpose�（Section� 4）.� This� situation�
changed�drastically�in�1954,�when�a�renewable�six-month�entry�visa�was�
granted.
　　Previous�studies�on�the�history�of�immigration�control�in�Hong�Kong�
have� focused� solely� on� the� influx� of�Chinese� from�mainland�China� into�
Hong� Kong� and� have� not� examined� how� the� system� designed� for� this�
purpose� was� applied� to� other� foreigners.� The� discussion� in� this� paper�
provides�some�clues.
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第
二
次
世
界
大
戦
後
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
の
密
入
境 

―
一
九
四
〇
年
代
末
の
引
揚
希
望
者
か
ら
一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
密
貿
易
ま
で
―

村　

井　

寛　

志

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
一
九
五
二
年
の
駐
香
港
日
本
国
総
領
事
館
設
置
前
後
ま
で
の
期
間
に
香
港
に
密
入
境

（
国
）
し
た
日
本
人
に
つ
い
て
、
密
入
境
が
な
さ
れ
た
背
景
や
そ
の
性
質
の
変
化
を
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
戦
前
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
少
な
か
ら
ぬ
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
早
く
も
日
中
戦
争
開
戦

前
夜
の
一
九
三
七
年
に
は
、
一
八
七
三
～
八
九
年
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
の
状
況
を
編
年
体
で
整
理
し
た
奥
田
の
著
作
が
刊
行
さ

れ
て
い
る

（
1
（

が
、
戦
前
の
香
港
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
況
を
概
観
し
た

（
2
（

呉
、
イ
ギ
リ
ス
の
香
港
領
有
初
期
に
日
本
か
ら
来
た
漂

流
民
や
娼
妓
、
訪
欧
途
上
の
日
本
人
の
滞
在
記
録
を
扱
っ
た

（
3
（

陳
、
方（

4
（

、
奥
田
の
著
作
を
外
交
史
料
館
の
史
料
か
ら
再
検
討
し
た
西

（
5
（

中
、

香
港
の
日
本
人
墓
地
を
扱
っ
た
赤

（
6
（

岩
、
羅
・

（
7
（陳

、
岩
下
・
村
田
・

（
8
（李

、
香
港
に
お
け
る
日
本
人
の
資
料
収
集
や
出
版
活
動
を
扱
っ

た
（
9
（

馮
、
戦
前
の
香
港
日
本
商
工
会
議
所
を
取
り
上
げ
た
飯

（
55
（

島
、
戦
前
の
日
本
人
学
校
と
香
港
本
願
寺
を
扱
っ
た
小

（
55
（

島
、
香
港
に
お
け
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る
日
本
人
彫
師
の
活
動
を
扱
っ
た
山

（
55
（

本
、
戦
前
・
戦
中
に
広
州
・
香
港
に
滞
在
し
た
和
久
田
幸
助
の
経
験
を
扱
っ
た
大

（
54
（

東
等
、
特
に

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
多
数
の
研
究
が
登
場
し

（
5（
（

た
。
ま
た
史
料
集
と
し
て
も
、
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
香
港
関
連
の
著
作
を
復
刻
し
た

濱
下
武
志
・
李
培
徳
監
修
・
解
説
『
香
港
都
市
案
内
集
成
』
全
一
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
三
―
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
以
外

に
、
中
国
語
で
も
戦
前
香
港
を
訪
れ
た
日
本
人
が
書
い
た
文
献
を
翻
訳
し
た
陳

（
5（
（

編
、
謝
編

（
54
（

訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
占
領
期
を
除

き
）
最
多
で
も
二
、二
〇
五
人
（
一
九
三
一
年
）
と
さ
れ
る
戦
前
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
充
実
し

た
研
究
状
況
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
比
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
の
活
動
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
、
同
時
代
研
究
が
登
場
す
る
一
九

九
〇
年
代
よ
り
前
の
時
期
を
扱
っ
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
学
術
研
究
と
し
て
は
香
港
の
日
本
人
経
済
団
体
の
活
動
を
扱
っ
た
内

（
54
（

野
、

川
（
54
（

辺
、
他
に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
等
を
含
め
て
も
日
本
商
社
・
建
設
会
社
が
受
注
し
た
一
九
六
〇
年
代
の
上
水
道
工
事
の
建
設

過
程
を
描
い
た
木

（
54
（

本
や
、
一
九
六
四
年
に
香
港
に
支
店
を
開
設
し
た
三
和
銀
行
を
扱
っ
た
立

（
55
（

石
、
香
港
日
本
人
俱
楽
部
の
刊
行

（
55
（

物
な

ど
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

戦
後
を
対
象
と
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
・
著
作
は
い
ず
れ
も
日
本
企
業
及
び
企
業
駐
在
員
を
主
題
と
し
、
時
期
的
に
は
日
本
総
領
事

館
が
再
び
開
設
す
る
一
九
五
二
年
以
降
の
こ
と
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
戦
後
の
香
港
で
日
本
人
の
滞
在
が
公
式
に
可
能
に
な
る
の

は
講
和
条
約
発
効
後
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
後
の
香
港
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
流
は
企
業
駐
在
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

そ
こ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
一
九
五
二
年
以
前
の
香
港
の
華
字
紙
（
中
国
語
新
聞
）
の
記
事
に
は
、
中
国
大
陸

か
ら
の
引
揚
げ
、
戦
前
の
住
民
の
〝
帰
還
〟、
密
輸
等
の
目
的
で
、
合
法
的
な
手
続
を
経
ず
に
香
港
に
密
入
境
す
る
日
本
人
が
し
ば
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し
ば
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
の
数
は
年
に
数
本
程
度
と
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ず
、
滞
在
者
の
数
も
多
め
の
見
積
も
り

で
も
百
人
程
度
と
、
人
数
的
に
は
微
々
た
る
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
を
中
心
と
し
た
観
点
か
ら
は
全
く
抜
け
落
ち

て
い
た
視
点
で
あ
り
、
香
港
と
日
本
の
人
的
交
流
の
歴
史
を
多
面
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
こ
の
時
期
の
日
本
―
香
港
間
の
人
の
移

動
の
忘
れ
ら
れ
た
一
側
面
に
光
を
当
て
て
お
く
こ
と
に
、
一
定
の
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
一
九
五
二
年

の
時
点
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
に
つ
い
て
語
っ
た
日
本
側
の
文
献
に
つ
い
て
確
認
し
（
第
一
節
）、
つ
い
で
そ
の
裏
付
け
と
し
て

香
港
華
字
紙
の
記
事
に
登
場
す
る
日
本
人
の
滞
在
・
入
境
に
よ
る
拘
束
・
逮
捕
の
記
事
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
（
第
二
節
）、
華

字
紙
に
は
あ
ま
り
登
場
し
な
い
日
本
人
女
性
の
大
陸
か
ら
の
流
入
や
、
中
国
に
残
留
す
る
日
本
人
の
引
揚
に
対
す
る
総
領
事
館
開
設

の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
（
第
三
節
）、
ま
た
一
九
五
〇
年
頃
か
ら
華
字
紙
の
報
道
に
新
た
に
登
場
す
る
、
日
本
か
ら
密
航
す
る
日

本
人
の
存
在
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
四
節
）。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
公
式
に
は
香
港
に
日
本
人
が
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず

の
時
期
に
香
港
に
や
っ
て
き
た
人
々
が
、
な
ぜ
香
港
に
入
境
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
背
景
と
な
る
事
情
、
及
び
そ
の
性
質

の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
一
節
　
戦
後
総
領
事
館
開
設
直
前
の
「
香
港
の
日
本
人
た
ち
」

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
戦
に
伴
っ
て
一
旦
断
絶
し
た
香
港
の
日
本
人
の
活
動
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
公
式
に
は
一

九
五
二
年
の
日
本
総
領
事
館
の
開
設
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
総
領
事
館
開
設
の
少
し
前
の
、
一
九
五
一
年
末
と
五

二
年
初
頭
の
「
香
港
の
日
本
人
」
に
関
す
る
二
つ
の
記
述
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
香
港
に
お
け
る
（
広
義
の
）
日
本
人
の
存
在
に
つ
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い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
そ
も
そ
も
戦
前
香
港
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
の
概
況
、
及
び
そ
れ
ら
の
人
々
が
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
退
去
さ
せ
ら
れ

る
ま
で
の
状
況
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。
イ
ギ
リ
ス
領
と
し
て
の
香
港
が
建
設
さ
れ
て
間
も
な
い
一
八
四
五
年
に
は
早
く
も
遭

難
に
よ
っ
て
香
港
に
漂
着
し
た
日
本
人
が
定
住
を
始
め
た
と
さ
れ
る
が
、
一
八
七
五
年
に
な
っ
て
も
香
港
在
住
日
本
人
人
口
は
一
三

人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
八
八
九
年
に
二
四
三
人
と
な
り
、
二
〇
世
紀
前
半
に
は
更
に
急
増
し
、
一
九
三
一
年
に
は
二
、二

〇
五
人
に
達
し
た
。
日
中
戦
争
開
始
の
結
果
反
日
感
情
の
影
響
を
受
け
て
多
く
が
帰
国
し
た
が
、
一
九
四
一
年
一
二
月
に
日
本
軍
が

香
港
を
占
領
し
て
以
降
は
再
び
増
加
し
、
一
九
四
三
年
に
は
軍
人
を
除
い
て
も
約
六
、三
〇
〇
人
が
香
港
に
滞
在
し
て
い

（
55
（

た
。

　

第
二
次
大
戦
終
結
当
時
、
香
港
に
は
軍
人
・
民
間
人
を
合
わ
せ
て
一
九
、二
二
二
人
の
日
本
人
が
い
た
と
推
計
さ
れ
る

（
54
（

が
、
香
港

の
ス
タ
ン
レ
ー
（
赤
柱
）
に
あ
る
捕
虜
収
容
所
に
は
二
万
二
千
名
が
収
容
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ

（
5（
（

た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
に
第
一
陣

と
し
て
軍
人
七
〇
〇
名
を
乗
せ
た
帰
還
船
第
一
陣
が
佐
世
保
入

（
5（
（

港
、
一
二
月
に
は
民
間
人
を
含
む
八
〇
〇
名
が
送
還
さ
れ
た
こ
と
が

『
朝
日
新
聞
』
で
報
じ
ら
れ
て
い
る

（
54
（

が
、
最
終
的
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
人
の
例
外
を
残
し
て
日
本
人
は
全
員
香
港
か
ら
退
去

さ
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
す
る
ま
で
は
日
本
人
は
原
則
的
に
香
港
へ
の
渡
航
・
滞

在
を
許
可
さ
れ
ず
、
香
港
に
お
け
る
戦
前
か
ら
の
日
本
人
社
会
の
歴
史
は
一
旦
断
絶
し
た
。

　

戦
後
日
本
と
香
港
の
経
済
関
係
の
再
開
は
早
く
、
一
九
四
六
年
に
最
低
限
の
物
資
に
つ
い
て
の
政
府
間
貿
易
が
始
ま
り
、
一
九
四

七
年
八
月
に
は
制
限
付
な
が
ら
民
間
貿
易
が
再
開
す

（
54
（

る
。
と
は
い
え
公
式
に
は
日
本
人
の
香
港
へ
の
渡
航
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
が

再
開
す
る
の
は
一
九
五
一
年
九
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
そ
れ
も
滞
在
期
間
二
週
間
と
い
う

厳
し
い
制
約
の
上
で
あ
っ
た
）。
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一
九
五
二
年
四
月
、
日
本
の
駐
香
港
総
領
事
館
開
設
の
準
備
の
た
め
に
同
僚
と
と
も
に
香
港
を
訪
れ
た
岡
田
晃
は
、
当
時
の
様
子

に
つ
い
て
、「
当
時
の
在
留
日
本
人
は
、
新
聞
社
で
は
毎
日
新
聞
の
杉
本
要
吉
特
派
員
、
貿
易
業
界
で
は
交
洋
交
易
の
奥
野
博
司
、

三
井
物
産
の
脇
田
五
郎
な
ど
二
、
三
名
し
か
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

（
54
（

る
。

　

岡
田
こ
の
言
葉
は
戦
後
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
社
会
の
断
絶
の
様
子
を
表
す
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一

方
で
、
岡
田
よ
り
若
干
早
く
、
一
九
五
一
年
一
二
月
に
朝
日
新
聞
社
の
東
南
ア
ジ
ア
移
動
特
派
員
と
し
て
香
港
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

和
田
斉
は
、
同
紙
の
記
事
で
こ
れ
と
は
か
な
り
異
な
る
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

　

和
田
は
新
聞
記
者
と
し
て
一
般
の
日
本
人
に
先
駆
け
て
香
港
滞
在
を
許
さ
れ
た
後
、「
終
戦
後
も
香
港
政
庁
の
特
別
な
取
り
計
ら

い
で
残
留
を
許
可
さ
れ
た
た
だ
一
人
の
日
本
人
」
で
あ
る
福
富
喜
市
に
案
内
さ
れ
て
市
内
を
歩
く
機
会
が
あ
っ
た
と
い

（
54
（

う
。
和
田
は

当
初
日
本
語
で
話
す
こ
と
を
避
け
て
い
た
が
、
皇
后
大
道
の
写
真
屋
で
中
国
東
北
出
身
の
店
員
か
ら
流
暢
な
日
本
語
で
話
し
か
け
ら

れ
、
ま
た
湾
仔
の
中
国
料
理
店
の
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
が
戦
争
中
日
本
人
の
家
に
い
た
と
い
っ
て
「
支
那
の
夜
」
を
歌
っ
て
く
れ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
後
、
香
港
の
日
本
人
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
本
論
と
大
き
く
関
わ
る
の
で
少
し
長
く

な
る
が
引
用
す
る
。

『
香
港
の
日
本
人
た
ち
』
と
い
っ
て
も
、
今
度
日
本
か
ら
渡
航
を
許
可
さ
れ
た
新
聞
記
者
数
名
と
前
記
の
福
富
氏
ぐ
ら
い
だ
と

思
っ
て
い
た
。
一
週
間
た
ち
、
十
日
た
っ
て
、
慣
れ
る
に
従
っ
て
驚
い
た
こ
と
に
は
た
く
さ
ん
の
〝
日
本
人
〟
が
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
何
人
い
る
の
か
、
語
る
人
に
よ
っ
て
違
う
が
、
多
く
い
う
人
は
百
人
ぐ
ら
い

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

は
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
婦
人
が
多
く

00

00

00

00

00

、

男
性
も
い
る
。
婦
人
の
大
部
分
は
夫
を
失
っ
た
り
、
あ
る
い
は
別
れ
別
れ
に
な
っ
て

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

、
中
共
軍
に
従
っ
て
移
動
し
た
も
の
な
ど
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で
、
中
国
人
と
結
婚
し
て
子
供
の
あ
る
者
も
い
る

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

。
中
に
は
、
女
中
を
し
な
が
ら
帰
国
の
旅
費
を
貯
え
て
い
る
け
な
げ
な
も
の

も
い
る
。
満
鉄
社
員
だ
っ
た
父
を
持
ち
、
鹿
児
島
高
女
を
卒
業
し
た
と
い
う
あ
る
婦
人
は
『
内
地
で
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
、
昨

年
漸
く
香
港
に
避
難
し
ま
し
た
』
と
い
う
。
彼
女
の
い
う
内
地
と
は
中
共
地
区
の
こ
と
だ
っ
た
。
旧
軍
人
も
い
る
し
、『
朝
鮮

人
の
日
本
人
』
も
い
る
と
い
う
。
移
民
局
の
ウ
ォ
ン
主
任
は
『
マ
カ
オ
に
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
日
本
人
が
い
る
で
し
ょ
う
』

と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。
広
東
省
人
な
ら
ば
自
由
に
香
港
に
来
れ
る
と
い
う
の
で
マ
カ
オ
で
待
機
し
、
広
東
人
に
な
り

す
ま
し
て
、『
自
由
な
香
港
』
に
潜
入
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
だ
が
香
港
入
港
の
時
に
〝
広
東
語
の
試

験
〟
を
や
る
の
で
、
こ
ん
な
の
は
大
抵
は
バ
レ
て
し
ま
う
そ
う

（
45
（

だ
。（
傍
点
引
用
者
。
一
部
現
代
表
記
に
改
め
た
）

　
「
多
く
い
う
人
は
百
人
ぐ
ら
い
」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
聞
に
基
づ
く
部
分
を
多
く
含
む
内
容
だ
が
、
旧
満
鉄
関

係
者
（
の
家
族
）、
軍
人
、
旧
植
民
地
出
身
者
な
ど
、
総
じ
て
言
え
ば
戦
中
・
戦
前
の
日
本
の
対
中
侵
略
・
軍
事
占
領
と
の
関
係
で

中
国
大
陸
に
渡
っ
た
後
、
終
戦
後
も
中
国
に
残
留
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
彼
／
彼
女
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て

香
港
に
入
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
時
期
の
香
港
華
字
紙
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
な
記
事
が
散
見
す
る
。

次
節
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
節
　
中
国
大
陸
か
ら
の
日
本
人
の
香
港
へ
の
流
入

　

香
港
公
共
図
書
館
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
スO

ld H
K

 N
ew

spapers

に
は
第
二
次
大
戦
後
の
香
港
の
華
字
紙
と
し
て
『
工
商
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日
報
』、『
工
商
晚
報
』、『
華
僑
日
報
』、『
大
公
報
』
四
紙
の
紙
面
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
て
「
日

人
」、「
日
本
人
」
等
の
語
が
見
出
し
に
使
わ
れ
る
記
事
を
調
べ
て
い
く
と
、
戦
犯
裁
判
や
占
領
時
の
回
顧
、
日
本
映
画
等
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
、
香
港
ロ
ー
カ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
欄
に
日
本
人
が
英
軍
や
警
察
に
よ
っ
て
拘
束
・
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
等
の

記
事
が
散
見
す
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
本
節
で
は
こ
れ
ら
の
記
事
を
整
理
し
、
内
容
を
検
討
す
る
。

　

表
1
は
そ
う
し
た
記
事
を
集
計
し
た
も
の
だ
が
、
同
一
案
件
や
続
報
等
は
除
外
し
、
逆
に
一
つ
の
記
事
で
も
複
数
の
件
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
は
別
に
数
え
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
精
度
自
体
の
問
題
も
あ
っ
て
、
膨
大
な
無
関
係
の
記
事
の
中
か
ら
関
係
す

る
記
事
を
拾
い
出
し
た
た
め
、
見
落
と
し
が
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
新
聞
が
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
た

も
の
で
あ
っ
て
日
本
人
の
逮
捕
・
起
訴
の
実
際
の
数
を
ど
こ
ま
で
反
映
し
て
い
る
か
は
定
か
で
な
く
、
不
完
全
な
デ
ー
タ
で
あ
る
こ

と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
そ
れ
で
も
幾
つ
か
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
日
本
人
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
公
式
に
は
日
本
人
が
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
の
一
九
五
二
年
以
前
か
ら
見
ら
れ

る
こ
と
だ
。
そ
し
て
一
九
五
二
年
ま
で
の
多
く
の
（
一
九
四
九
年
以
前
は
全
て
）
記
事
が
、
香
港
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
、

ま
た
は
香
港
へ
の
入
境
が
逮
捕
（
ま
た
は
拘
束
）
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

（
45
（

だ
。
一
九
五
二
年
と
い
え
ば
中
国
大

陸
に
は
い
ま
だ
三
万
人
の
日
本
人
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
引
揚
を
実
現
す
る
た
め
の
日
中
民
間
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
年

で
あ

（
45
（

る
。
香
港
で
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
日
本
人
の
入
境
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
些
か
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
両
者
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

　

表
2
は
、
表
1
で
「
密
入
境
等
」
に
分
類
し
た
記
事
の
見
出
し
と
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
逮
捕
・

起
訴
の
経
緯
の
多
く
は
警
察
の
取
り
調
べ
や
法
廷
で
の
証
言
（
恐
ら
く
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
警
察
発
表
）
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ



表 1　香港華字紙における日本人の逮捕・起訴等の記事数（1946～56年）

年 総計 密入境等 密輸 他の犯罪 不明

1946 1 （1） 　 　
1947 2 （2） 　 　
1948 2 （2） 　 　
1949 5 4 　 　 1
1950 5 3 2 　
1951 8 5 1 1 1
1952 6 6 　 　
1953 1 　 　 1
1954 6 4 3 1
1955 5 3 　 2
1956 4 2 　 2

出典：�香港公共図書館のデータベース Old HK Newspapers を元に筆者作成。
1946～48 年のものは軍による拘束等。
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れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
罪
を
逃
れ
る
た
め
等
の
事
情
で
事
実
を
正
し
く
述
べ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
る
。
個
別
の
案
件
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

適
宜
送
還
者
の
帰
国
後
の
証
言
な
ど
を
報
じ
た
日
本
の
新
聞
記
事
を
参
照
す

る
こ
と
で
補
い
つ
つ
、
以
下
で
記
事
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。

　

先
に
確
認
し
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
香
港
へ
の
入
境
、
あ
る
い
は

滞
在
自
体
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
が
、
一
九
四
八
年

以
前
の
記
事
（
①
～
⑤
）
に
お
い
て
、
不
慮
の
事
態
に
よ
る
漂
着
（
①
）
か

潜
伏
し
て
い
た
の
が
発
覚
し
た
か
（
②
、
③
）
に
拘
ら
ず
、
該
当
す
る
「
日

本
人
」
は
発
見
さ
れ
次
第
拘
束
、
収
容
所
に
送
ら
れ
て
お
り
、
特
に
法
的
根

拠
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
講
和
条
約
締
結
以
前
、
敵
国
民
は
発
見
さ
れ

次
第
拘
留
（
恐
ら
く
送
還
も
）
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
の
よ
う
で
、
そ

う
し
た
措
置
は
終
戦
直
後
の
日
本
人
の
香
港
か
ら
の
退
去
の
延
長
線
上
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
九
四
九
年
以
後
（
記
事
⑥
以
下
）
の
例
で
は
、
概
ね
入

境
者
管
理
条
例
（Im

m
igrants�Control�O

rdinance

）
違
反
と
し
て
逮

捕
・
起
訴
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
条
例
は
、
一
九
四
九
年
一
月
、
中
国
の
国

共
内
戦
の
影
響
で
難
民
が
流
入
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
香
港
政
府
が
制
定
し



表 2　香港華字紙に見る日本人の入境・滞在に関する記事の概要（1946～55年）

番号 掲載紙名・年月日、見出し 概略

① 《工 商 晚 報》1946 年 5 月 28 日〈日 人
八名航海五月／自南洋飄流抵港，已被
拘返集中營〉

漂流者の発見。収容所で拘留。

② 《華僑日報》1947 年 8 月 8 日〈壽臣山
發現兩「日人」／居民恐傷人畜往召警
捕捉未獲，疑是英輪救回香港仔之朝鮮
人人〉

潜伏者の発見。漂着した朝鮮人の可能性があり。
警察にて取調べ。

③ 《工商晚報》1947 年 12 月 11 日〈兩個
婦人窩藏日人／昨被警探破獲〉

潜伏者の逮捕。中国人妻が匿っていた。

④ 《工 商 晚 報》1948 年 2 月 21 日〈匿 穗
日人來港自首／請遣送囘日〉

中国人女性と結婚し、広州に潜伏者に潜伏して
いた元日本軍運転手。香港の兵営に出頭し、送
還希望。収容所に移送。

⑤ 《工 商 日 報》1948 年 5 月 15 日〈日 人
流落本港請求遷回原籍〉

ホームレス状態の日本人の拘留。香港居住者で
はない。尋問中。

⑥ 《工 商 日 報》1949 年 6 月 14 日〈日 本
人一名被控擅入境／自投警署請遣回
籍〉

被告は戦時中軍人としてタイに駐留、日本への
送還途中、汕頭で国民党軍加入。部隊敗走に伴
い香港に入境し出頭。入境者管理条例違反で罰
金・禁錮のち退去処分。

⑦ 《大 公 報》1949 年 9 月 11 日〈失 竊 報
警身份暴露，兩日人各判獄一月／罪名
是未循手續非法入境〉

被告は元華北交通勤務の 2 名。戦後中国鉄路局
勤務後、広州経由で香港へ。入境者管理条例違
反にて罰金・禁錮のち退去処分。

⑧ 《大 公 報》1949 年 9 月 18 日〈日 人 熊
本潛來香港／登岸時鬼頭鬼腦終被發覺，
昨受審供稱前來看看老婆〉

被告は戦中に中国人と結婚した民間人。戦後日
本に送還されたが日本から妻に会うために密航、
逮捕。通訳を待って再審。

⑨ 《工 商 日 報》1949 年 11 月 2 日〈日 人
請遣回原籍，被檢擧違法入口／被控罪
名三項每項判獄一月〉

被告は戦時中、台湾で日本軍に所属。戦後厦門
で中国人のふりをして暮らしていたが、国共内
戦のため香港に入境、出頭。入境者管理条例違
反で禁錮のち退去処分。

⑩ 《工 商 日 報》1950 年 7 月 23 日〈日 人
來港尋妻，被拘解回日本〉

被告は元憲兵で占領下中国人と結婚。妻に会う
ために日本から密航・逮捕、退去処分。

⑪ 《工 商 日 報》1950 年 8 月 20 日〈青 年
日籍男女，脫離共軍潛逃抵港／向美領
舘請求遷回日本，被警方發現擅入境予
以扣留〉

日本人男女 2 人が密入境。日本への送還を要求。
入境者管理条例違反で起訴。
a）男性。終戦時中国東北にいたが、中国語が
できたので解放軍の通訳に。海南島攻略後軍職
を解かれ香港へ。
b）女性。終戦時中国東北で陸軍医院に勤務、
後解放軍に編入されて広州へ。陸軍医院時代に
中国籍男性と結婚。夫は香港に来られず、夫と
ともに日本に送還されることを希望。適わなけ
ればマカオへ行くことを希望。
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⑫ 《大公報》1950 年 11 月 11 日〈日人偷
渡來港，被判遣逐離境〉

船での密航した大阪出身の日本人が逮捕。

⑬ 《工商日報》1950 年 12 月 15 日〈拘獲
日人判出境／曾服軍役來港任漁船長，
失業後欲返日本無護照〉

被告は満洲で日本軍の士官だったが戦後は海南
島で漁業に従事。香港に入境後に逮捕。入境者
管理条例、外国人退去法に基づき退去処分。

⑭ 《華僑日報》1951 年 3 月 7 日〈一船由
冲繩島來／日人非法入境被罰〉

沖縄から船員 4 名無許可上陸。入境者管理条例
により罰金後保釈。

⑮ 《工商日報》1951 年 5 月 9 日〈山西輸
五搭無証入境，買辦被判罰欵千元／一
名查出係日人判遣送返國，三男子補辦
入境手續罰百元〉

大阪からの客船の乗客の内 5 人が入境許可がな
いことが判明。内一人が日本人。退去処分。

⑯ 《大公報》1951 年 11 月 19 日〈日人偷
渡四個被扣〉

漁船員 4 名の無許可上陸。

⑰ 《華僑日報》1951 年 12 月 14 日〈日人
偷渡〉

貨物船で密航、退去処分。

⑱ 《大公報》1951 年 12 月 24 日〈日人偷
渡驅逐出境〉

神戸から密航。不法入境で退去処分。

⑲ 《華僑日報》1952 年 3 月 9 日〈來自琉
球兩日人被扣〉

沖縄から船で来た 2 人逮捕。紙面破損により判
読不能。

⑳ 《工商日報》1952 年 11 月 28 日〈日人
非法入境／一判罰二百元限期離境，另
一人准千元保釋候訊〉

a）元船員。無許可で入境後、ビジネスのため
滞在。罰金・退去処分。日本領事が帰国を手配。
b）1952 年 2 月に無許可入境。罰金・保釈。

㉑ 《華 僑 日 報》1952 年 12 月 7 日〈日 人
偷渡入境〉

船員 2 名の無許可上陸。本人は罰金、船主は無
罪。

㉒ 《大 公 報》1952 年 12 月 9 日〈日 寇 襲
港紀念日三個日人擅入境／兩人受審被
判入獄羈押一週，一人走出碼頭即被警
方抓住〉

a）市中にて無許可入境者逮捕、事由・処分記
載なし。b）船員の無許可上陸。市中で逮捕。
退去。

㉓ 《華 僑 日 報》1954 年 5 月 28 日〈日 人
登陸被判罰款〉

船員の無許可上陸。本人は罰金、船主は無罪。

㉔ 《華僑日報》1954 年 8 月 3 日〈日人留
港被控，押候兩天再議〉

漁船で来航した 2 人が入境者条例違反容疑で審
理中。

㉕ 《華 僑 日 報》1954 年 4 月 13 日〈日 人
非法入境被罰，華人分別遣回原籍〉

漁船員 2 人が無許可上陸で罰金、船主は訓告。

㉖ 《工 商 晚 報》1955 年 1 月 10 日〈日 人
被控屈蛇來港〉

神戸から密航。審理中。

㉗ 《工 商 晚 報》1955 年 6 月 15 日〈偷 渡
來港日人被捕〉

神戸から密航。審理中。

㉘ 《工商晚報》1955 年 11 月 28 日〈偷渡
來港日人被扣〉

合法的旅行文書なく密航。審理中。
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た
も
の
だ
が
、
当
初
、
一
旦
流
入
し
た
難
民
の
帰
還
に
対
す
る
楽
観
的
見
通
し
や
中
国
共
産
党
側
の
反
発
に
対
す
る
懸
念
な
ど
か
ら
、

大
陸
か
ら
流
入
す
る
中
国
人
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
（
そ
の
後
、
難
民
の
滞
留
の
深
刻
化
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
五
月
か
ら
大
陸

か
ら
の
中
国
人
に
つ
い
て
も
規
制
を
開

（
44
（

始
）。
皮
肉
に
も
、
元
々
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
人
の
香
港
へ
の
入
境
に
対
し
て
は

当
初
か
ら
厳
し
く
適
用
さ
れ
た
と
言
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
人
の
香
港
入
境
は
、
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
罰
金
や
禁
錮
な
ど
の
刑
罰

が
適
用
さ
れ
る
平
時
の
犯
罪
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

入
境
し
て
く
る
日
本
人
の
事
情
も
一
九
五
〇
年
の
前
後
で
大
き
く
異
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
記
事
④
、
⑥
、
⑦
、
⑨
、
⑪
、
⑬
は

い
ず
れ
も
戦
後
も
何
ら
か
の
理
由
で
中
国
に
残
留
し
て
い
た
日
本
軍
の
関
係
者
で
、
中
国
の
内
戦
の
激
化
に
伴
っ
て
香
港
に
逃
れ
て

来
た
人
々
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
一
様
で
は
な
く
、
例
え
ば
記
事
⑥
の
被
告
は
、
戦
時
中
軍
人
と
し
て
タ
イ
に
駐
留
し
て
お
り
、
戦

後
日
本
に
送
還
さ
れ
る
途
中
、
汕ス

ワ
ト
ウ頭

で
国
民
党
軍
に
編
入
さ
れ
た
が
、
隊
の
敗
走
に
よ
り
除
隊
、
香
港
に
来
て
警
察
に
出
頭
し
た
と

い
う
。
他
の
例
で
も
、
華
北
交
通
勤
務
（
⑦
）、
台
湾
か
ら
厦
門
（
⑨
）、
満
洲
か
ら
海
南
島
（
⑬
）
な
ど
、
遠
方
か
ら
紆
余
曲
折
を

経
て
香
港
に
た
ど
り
着
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

共
通
点
は
い
ず
れ
も
香
港
か
ら
日
本
に
送
還
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
記
事
⑥
で
は
送
還
を
希

望
し
て
日
本
人
が
広
州
か
ら
香
港
に
来
よ
う
と
す
る
件
が
多
数
発
生
し
て
い
る
と
さ
れ
、
ま
た
⑨
で
も
、
警
察
側
が
法
廷
で
、
類
似

の
案
件
の
多
発
を
考
慮
し
て
厳
重
な
処
罰
の
必
要
性
を
主
張
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
国
共
内
戦
下
の
中
国
で
は
、
一
部
で
日
本
人
が

中
国
に
残
留
す
る
余
地
が
あ
っ
た
も
の
の
、
共
産
党
政
権
の
勝
利
に
伴
っ
て
そ
う
し
た
空
間
が
急
速
に
縮
小
し
、
日
本
へ
の
送
還
を

求
め
て
香
港
に
来
る
と
い
う
の
が
こ
の
時
期
の
日
本
人
の
〝
密
入
境
〟
の
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。
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第
三
節
　
大
陸
か
ら
流
入
し
た
日
本
人
女
性
と
駐
香
港
総
領
事
館
の
設
置

　

前
節
で
見
た
よ
う
な
、
送
還
を
求
め
て
大
陸
か
ら
来
港
す
る
日
本
人
た
ち
の
存
在
は
、
第
一
節
で
見
た
『
朝
日
新
聞
』
の
和
田
の

記
事
で
描
か
れ
た
状
況
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
華
字
紙
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
の
男
性
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
（
例
外
は
⑪
ｂ
の
み
）、
和
田
の
記
事
で
は
む
し
ろ
女
性
が
多
い
と
さ
れ
て
い
た
点
は
注
目

さ
れ
る
。
本
節
で
は
こ
の
点
に
注
目
し
、
香
港
に
や
っ
て
き
た
日
本
人
女
性
た
ち
が
し
ば
し
ば
不
可
視
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
考
察
し
、
ま
た
駐
香
港
総
領
事
館
の
設
置
が
戦
後
も
中
国
に
残
留
し
て
い
た
日
本
人
の
引
揚
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も

見
て
い
く
。

　

華
字
紙
の
記
事
に
日
本
人
女
性
が
あ
ま
り
登
場
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
女
性
の
場
合
、
中
国
人

と
結
婚
（
再
婚
含
む
）
し
て
夫
と
と
も
に
移
動
し
た
場
合
は
日
本
人
と
は
見
な
さ
れ
ず
（
女
性
の
逮
捕
の
唯
一
の
例
で
あ
る
記
事
⑪

ｂ
で
は
中
国
人
の
夫
は
香
港
に
来
て
い
な
い
）、
ま
た
そ
う
で
な
く
て
も
、
治
安
上
の
不
安
要
素
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
男
性

に
比
べ
警
察
に
よ
る
取
締
の
対
象
と
な
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
の
香
港
総
領
事
館
開
設
時
に
首
席
領
事
と
し
て
赴
任
し
た
小
川
平
四
郎
は
、
当
時
香
港
に

い
た
日
本
人
は
企
業
関
係
者
、
新
聞
各
紙
記
者
、
唯
一
の
残
留
者
の
福
富
以
外
に
、「
中
国
人
と
結
婚
さ
れ
た
、
中
年
の
年
配
の
婦

人
が
一
〇
人
程
居
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
飛
行
場
に
着
い
た
時
、
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
」
と
記
し
て
お

（
4（
（

り
、
中
国
人
と
結
婚
し
て
香

港
に
渡
っ
て
き
た
女
性
が
一
定
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
小
川
よ
り
少
し
前
に
総
領
事
館
設
置
の
準
備
の
た
め
に
香
港
を
訪
れ
た
前
述
の
岡
田
の
回
想
に
は
こ
れ
ら
の
女

性
の
存
在
は
登
場
し
な
い
し
、
小
川
も
別
の
と
こ
ろ
で
は
赴
任
当
時
「
定
住
し
て
い
る
日
本
人
は
一
人
も
」
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て

い
（
4（
（

る
。
一
八
九
九
年
施
行
の
戦
前
の
日
本
の
国
籍
法
で
は
夫
を
中
心
と
す
る
夫
婦
国
籍
同
一
主
義
が
採
ら
れ
、「
外
国
人
の
妻
と
な

り
夫
の
国
籍
を
取
得
し
た
」
日
本
人
女
性
は
日
本
国
籍
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
第
一
八

（
44
（

条
）。
旧
国
籍
法
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
中
国
人
と
結
婚
し
た
〝
日
本
人
〟
女
性
は
総
領
事
館
が
保
護
の
対
象
と
す
る
〝
日
本
人
〟（
日
本
国
籍
者
）
で
は
な
い
と

す
る
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
七
月
に
夫
婦
国
籍
独
立
主
義
の
現
行
国
籍
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
は
あ
る
が
、
中

国
人
と
結
婚
し
た
日
本
人
女
性
た
ち
は
総
領
事
館
関
係
者
（
及
び
香
港
当
局
）
の
視
野
か
ら
こ
ぼ
れ
が
ち
な
存
在
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な

（
44
（

い
。

　

現
代
香
港
を
代
表
す
る
映
画
監
督
の
一
人
ア
ン
・
ホ
イ
（
許
鞍
華
、
一
九
四
七
―　

）
の
母
は
大
分
県
出
身
の
日
本
人
で
、
父
が

満
鉄
関
係
の
仕
事
し
て
い
た
関
係
で
渡
満
し
た
が
、
終
戦
直
後
、
国
民
党
軍
の
中
国
人
男
性
と
結
婚
し
、
国
民
党
軍
敗
退
に
伴
っ
て

一
家
で
マ
カ
オ
に
移
り
、
一
九
五
二
年
に
香
港
へ
来
た
と
い

（
44
（

う
。
ア
ン
・
ホ
イ
の
母
は
あ
る
時
期
ま
で
娘
た
ち
に
さ
え
出
自
を
隠
し

て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
と
り
わ
け
不
可
視
化
さ
れ
や
す
い
存
在
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
経
験
に
は
、
少
な
く

と
も
部
分
的
に
は
和
田
の
記
事
に
登
場
す
る
女
性
や
一
九
五
二
年
に
小
川
を
出
迎
え
た
と
女
性
た
ち
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
、
女
性
も
含
め
、
日
本
へ
の
送
還
を
希
望
し
て
香
港
に
密
入
境
し
て
き
た
日
本
人
の
立
場
は
、
一
九
五
二
年
一
一
月
一
七

日
の
香
港
で
の
日
本
総
領
事
館
開
設
に
伴
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
年
一
二
月
二
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
香
港

発
報
道
に
よ
る
と
、
従
来
「
香
港
に
確
実
な
身
元
引
受
人
が
無
い
限
り
香
港
へ
の
入
国
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
」
の
に
対
し
、
香
港



76

の
総
領
事
館
が
「
引
揚
者
の
身
元
保
証
や
香
港
で
の
宿
の
手
配
、
帰
国
の
船
な
ど
に
つ
い
て
一
切
の
世
話
を
引
受
け
、
積
極
的
に
中

共
地
区
か
ら
の
引
揚
を
促
進
す
る
方
針
」
を
打
ち
出
し
た
。
記
事
が
書
か
れ
た
時
点
で
九
名
の
日
本
人
が
総
領
事
館
に
引
揚
周
旋
を

依
頼
し
て
き
た
と
い

（
44
（

う
。

　

早
く
も
同
月
二
五
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
報
道
で
は
、
横
浜
港
に
入
港
し
た
引
揚
者
の
一
人
で
あ
る
元
看
護
師
の
女
性
の
声
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
性
は
終
戦
後
奉
天
（
現
瀋
陽
）
で
国
民
党
軍
に
留
用
さ
れ
た
後
、
国
民
党
軍
の
敗
退
と
と
も
に
三
年
前
に

香
港
に
流
れ
着
き
、
他
の
日
本
人
女
性
二
人
と
編
み
物
な
ど
の
手
内
職
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
九
月
の
領
事
館
開
設
早
々
帰
国

を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
と
い

（
（5
（

う
。

　

ち
な
み
に
、『
朝
日
新
聞
』
の
報
道
に
あ
る
駐
香
港
総
領
事
館
の
方
針
は
、
そ
の
前
日
に
北
京
放
送
で
発
表
さ
れ
た
、
戦
犯
以
外

で
中
国
に
在
留
す
る
日
本
人
の
帰
国
を
中
国
・
人
民
政
府
が
支
援
す
る
と
い
う
方
針
に
対
す
る
反
応
で
あ
り
、
こ
の
後
、
日
本
赤
十

字
社
、
日
中
友
好
協
会
、
日
本
平
和
連
絡
委
員
会
の
民
間
三
団
体
の
訪
中
を
通
じ
て
交
渉
が
開
始
さ
れ

（
（5
（

た
。
引
揚
の
主
流
は
あ
く
ま

で
も
中
国
か
ら
の
直
接
の
送
還
で
あ
っ
た
が
、
民
間
三
団
体
の
代
表
団
は
香
港
を
通
じ
て
中
国
に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
香
港

で
の
総
領
事
館
開
設
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

以
上
本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
華
字
紙
の
記
事
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
総
領
事
館
開
始
前
に
中
国
か
ら
密
入

境
し
て
き
た
日
本
人
の
中
に
は
一
定
数
の
女
性
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
中
国
人
と
結
婚
し
て
香
港
に
居

住
す
る
日
本
人
女
性
が
一
定
数
い
た
が
、
夫
婦
国
籍
同
一
主
義
的
な
観
点
か
ら
〝
香
港
の
日
本
人
〟
の
中
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
。
一
方
、
女
性
を
含
め
、
日
本
へ
の
送
還
を
希
望
し
て
中
国
に
残
留
す
る
日
本
人
が
香
港
に
来
よ
う
と
し
た
場
合
、
従
来
は
密

入
境
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
駐
香
港
総
領
事
館
が
身
元
引
受
等
を
す
る
こ
と
で
合
法
的
な
入
境
が
可
能
に
な
り
、
こ
の
後
、
こ
う
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し
た
目
的
で
香
港
に
密
入
境
し
て
く
る
日
本
人
の
記
事
が
華
字
紙
に
載
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

第
四
節
　
日
本
か
ら
の
密
航
と
密
輸

　

前
節
で
は
総
領
事
館
開
設
に
よ
っ
て
大
陸
中
国
に
残
留
す
る
日
本
人
の
密
入
境
の
必
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
表
2

を
見
る
と
、
実
は
そ
の
少
し
前
か
ら
、
華
字
紙
に
登
場
す
る
香
港
で
の
日
本
人
の
密
入
境
関
連
の
記
事
の
主
流
は
、
大
陸
中
国
か
ら

で
は
な
く
、
新
た
に
日
本
か
ら
密
航
で
香
港
に
来
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
密
航
が
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
、
関
連
す
る
密
輸
に
つ
い
て
の
報
道
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

表
2
の
記
事
の
内
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
（
⑫
）
以
降
は
、
一
件
の
例
外
（
⑬
）
を
除
い
て
中
国
大
陸
で
の
残
留
と
は
関
係
は
な

く
、
密
航
や
無
許
可
の
上
陸
が
発
覚
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
逮
捕
さ
れ
た
人
物
の
属
性
に
つ
い
て
詳
細
を
記
し
て
い
な
い

が
、
出
港
地
、
出
生
地
に
つ
い
て
は
大
阪
出
身
・
大
阪
か
ら
の
客
船
へ
の
密
航
（
⑫
、
⑮
）、
神
戸
か
ら
の
密
航
（
⑱
、
㉖
、
㉗
）、

沖
縄
か
ら
の
来
航
（
記
事
⑭
、
⑲
）、
東
京
生
ま
れ
（
⑲
ａ
）、
出
港
地
・
出
身
地
の
記
載
な
し
（
⑯
、
⑰
、
㉑
～
㉕
、
㉙
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
内
、
⑭
、
⑯
、
㉑
、
㉒
ｂ
、
㉓
、
㉕
は
船
員
が
正
規
の
許
可
を
得
ず
に
上
陸
に
し
た
後
に
逮
捕
さ
れ
た
件
を
扱
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
が
事
件
と
し
て
扱
わ
れ
る
背
景
に
は
、
船
員
の
立
場
を
利
用
し
た
、
も
し
く
は
船
員
に
偽
装
し
た
密
輸
が
警
戒
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
六
月
二
六
日
の
『
華
僑
日
報
』
の
記
事
で
は
日
本
・
香
港
間
の
密
輸
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

日
本
人
が
船
員
の
資
格
で
短
期
間
上
陸
し
て
取
引
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
工
業
品
、
香
港
か
ら
は
サ
ッ
カ
リ
ン
や
食
料
品
が
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運
ば
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い

（
（5
（

る
。

　

記
事
⑭
、
⑲
は
沖
縄
か
ら
の
密
航
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
沖
縄
か
ら
の
密
輸
に
関
し
て
も
一
九
五
〇
年
一
〇
月
、
沖
縄
か
ら
無
許

可
で
高
射
砲
弾
と
薬
莢
を
香
港
に
輸
入
し
よ
う
と
し
た
日
本
人
一
一
名
、
台
湾
人
一
名
が
逮
捕
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
ま
た
一
九
五
〇
年
二

月
二
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
で
は
、
沖
縄
か
ら
マ
カ
オ
経
由
で
香
港
に
弾
薬
を
積
ん
で
向
か
っ
て
い
た
汽
船
船
長
の
日
本
人
が
、

無
許
可
で
香
港
港
内
に
停
泊
し
た
か
ど
で
訓
戒
処
分
の
の
ち
釈
放
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
。

　

米
国
統
治
下
の
沖
縄
は
、「
琉
球
列
島
」
と
し
て
日
本
本
土
と
は
異
な
る
に
管
轄
域
に
置
か
れ
て
い
た

（
（（
（

が
、
香
港
華
字
紙
に
お
い

て
も
日
本
の
新
聞
に
お
い
て
も
「
日
本
人
」
に
よ
る
事
件
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。
一
九
五
〇
年
代
初

頭
に
琉
球
警
察
本
部
に
所
属
し
て
い
た
棚
原
恵
教
は
、
日
本
本
土
の
雑
誌
『
警
察
学
論
集
』
に
沖
縄
の
治
安
状
況
に
つ
い
て
寄
稿
し

て
い
る
。
そ
こ
で
棚
原
は
、「
占
領
統
治
下
と
い
う
特
殊
の
事
情
に
因
る
犯
罪
」
と
し
て
、
一
九
五
二
年
四
月
か
ら
一
九
五
三
年
三

月
ま
で
に
密
渡
航
四
九
件
、
密
貿
易
四
八
件
、
不
法
入
国
二
五
件
な
ど
と
と
も
に
、「
非
鉄
金
属
に
関
す
る
罪
（
香
港
等
へ
の
密
輸

の
為
の
薬
莢
類
の
集
荷
持
出
等
）」
が
六
九
件
あ
っ
た
と
し
て
い

（
（4
（

る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
香
港
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な

く
と
も
「
非
鉄
金
属
に
関
す
る
罪
」
に
つ
い
て
は
香
港
へ
の
密
輸
目
的
が
代
表
的
な
事
例
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
華
字
紙
や

『
読
売
新
聞
』
の
記
事
の
如
き
事
例
が
特
異
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
密
航
・
密
輸
の
背
景
に
は
、
香
港
で
日
本
人
の
合
法
的
な
渡
航
が
難
し
か
っ
た
こ
と
や
日
本
製
品
の
輸
入
が
規

制
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
香
港
に
お
け
る
日
本
の
駐
香
港
総
領
事
館
再
開
（
一
九
五
二
年
一
〇
月

一
七
日
）
後
も
し
ば
ら
く
続
い
た
よ
う
で
、
記
事
⑳
で
は
、
元
船
員
だ
と
い
う
日
本
人
が
一
九
五
二
年
九
月
五
日
に
入
境
事
務
處
の

許
可
な
く
入
境
し
、
一
一
月
八
日
に
見
つ
か
る
ま
で
香
港
島
・
湾ワ

ン
チ
ャ
イ仔

に
滞
在
し
て
い
た
件
と
（
ａ
）、
同
年
二
月
に
や
は
り
無
許
可
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で
入
境
し
、
九
龍
に
滞
在
し
て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
件
（
ｂ
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
で
逮
捕
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
、

別
の
記
事
で
は
日
本
の
商
社
の
香
港
で
の
代
理
人
を
し
て
い
た
と
し
て
い

（
（4
（

る
。

　

こ
の
二
例
は
日
本
か
ら
香
港
に
商
用
の
た
め
に
密
入
境
し
、
一
定
期
間
香
港
に
滞
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
発
覚
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、『
朝
日
新
聞
』（
一
九
五
二
年
一
二
月
二
七
日
）
に
は
、
や
は
り
香
港
で
不
法
滞
在
が
発
覚
し
、
日
本
へ
送
還
さ
れ
た
人
物

を
取
材
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
よ
る
と
こ
の
人
物
（
武
村
栄
一
）
は
東
京
で
綿
糸
商
を
営
ん
で
お
り
、
一
九
五
〇

年
頃
に
機
帆
船
で
香
港
に
不
法
出
国
し
た
が
、
同
年
一
一
月
か
ら
日
本
品
の
輸
入
規
制
が
強
ま
り
、
不
法
入
国
者
の
取
締
り
が
厳
重

に
な
っ
た
た
め
、
同
月
六
日
に
退
去
命
令
を
受
け
た
と
い
う
。
記
事
の
中
で
武
村
は
、
当
時
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
の
状
況
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

い
ま
香
港
に
は
正
式
滞
在
が
許
さ
れ
て
い
る
日
本
人
は
二
、
三
十
人
、
あ
と
四
、
五
百
人
が
中
国
人
の
名
前
を
か
り
て
商
売
し

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

て
い
る

00

00

00

が
、
日
本
品
の
輸
入
禁
止
以
来
非
常
に
困
っ
て
い
る
。
禁
止
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
日
本
品
が
、
中
国
人
商
人
に
よ

っ
て
英
国
製
商
標
を
つ
け
て
売
ら
れ
、
英
国
品
を
圧
迫
し
て
い
る
の
も
一
つ
の
原
因
と
思
わ
れ

（
（4
（

る
。（
傍
点
引
用
者
）

　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
日
本
品
の
輸
入
禁
止
」
と
は
、
一
九
五
二
年
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
全
般
に
渡
っ
て
輸

入
制
限
措
置
を
実
施
し
た
こ
と
を
受
け
た
、
香
港
で
の
制
限
強
化
を
指
す
と
考
え
ら
れ

（
（4
（

る
。
前
年
一
二
月
、
一
部
日
本
人
の
合
法
的

な
香
港
へ
の
渡
航
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
五
二
年
一
一
月
末
以
降
四
週
間
以
上
の
滞
在
延
長
を
認
め
な
い
な
ど
、
日

本
人
の
滞
在
期
間
制
限
が
改
め
て
厳
格
化
し

（
（5
（

た
。
武
村
や
記
事
⑳
ａ
、
ｂ
の
人
物
の
香
港
へ
の
入
国
は
そ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
前
、
か
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つ
密
入
境
な
の
で
そ
も
そ
も
合
法
的
な
滞
在
期
間
は
存
在
し
な
い
の
だ
が
、
彼
ら
の
よ
う
な
不
法
滞
在
の
日
本
人
に
対
す
る
取
締
も

同
時
に
強
化
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
香
港
―
日
本
間
の
貿
易
は
戦
後
比
較
的
早
期
に
再
開
し
、
日
本
の
重
要
な
外
貨
獲
得
源
の
一
つ
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
側
は
占
領
下
の
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
一
九
四
九
年
六
月
ま
で
民
間
貿
易
業
者
の
海
外
渡
航
は
認
め
ら
れ

ず
、
特
に
香
港
へ
の
渡
航
は
一
九
五
二
年
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
香
港
で
の
貿
易
業
務
は
香
港
側
の
貿
易

商
が
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
貿
易
品
目
や
決
済
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
種
々
の
制
約
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
一
九
五
〇

年
代
初
頭
に
は
日
本
人
の
商
用
の
海
外
渡
航
に
つ
い
て
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
引
き
続
き
渡
航
制
限
が
厳
し
か
っ
た

香
港
で
は
、
こ
こ
で
見
た
武
村
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
密
入
境
後
に
中
国
人
の
名
義
を
借
り
る
な
ど
の
裏
口
を
通
し
て
香
港
で
直

接
取
引
を
開
始
し
た
日
本
人
が
現
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

（
（5
（

う
。

　

以
上
本
節
で
は
、
一
九
五
〇
年
以
降
、
戦
中
か
ら
中
国
大
陸
に
残
留
し
た
日
本
人
の
密
入
境
と
は
別
に
発
生
し
て
い
た
、
日
本
か

ら
来
る
日
本
人
の
密
入
境
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
船
員
の
無
許
可
上
陸
が
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
日

本
か
ら
船
員
の
立
場
を
利
用
（
も
し
く
は
偽
装
）
し
た
密
輸
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
、
米
国
統
治
下
の
沖
縄
（
琉
球
列
島
）
か
ら
薬

莢
（
非
鉄
金
属
）
の
密
輸
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
の
貿
易
業
者
に
よ
る
民
間
貿
易
が
拡
大

し
て
い
た
時
代
を
背
景
に
、
香
港
で
は
日
本
人
が
密
入
境
後
に
直
接
（
密
）
貿
易
業
務
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
登
場

し
て
い
た
。
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
一
九
五
〇
年
よ
り
前
の
日
本
人
の
密
入
境
と
は
全
く
異
な
る
密
入
境
の
形
が
登
場
し
て
い
た
と

言
え
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
本
論
で
考
察
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
一
九
五
一
年
の
講
和
条
約
締
結
直
後
に
香
港
に
や
っ
て

き
た
日
本
人
二
人
が
残
し
た
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
、
講
和
条
約
以
前
か
ら
、
公
式
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
香
港
在
留
の
日
本
人
の
存
在
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
次
に
、
香
港
の
華
字
紙
の
記
事
を
手
が
か
り
に
、
国
共
内
戦
に
お
け
る
共

産
党
の
勝
利
後
、
戦
後
様
々
な
事
情
で
中
国
に
残
留
し
て
い
た
日
本
人
の
一
部
に
、
日
本
へ
の
送
還
を
求
め
て
香
港
に
や
っ
て
く
る

動
き
が
あ
り
、
中
国
大
陸
か
ら
の
難
民
流
入
を
警
戒
し
て
い
た
香
港
当
局
の
取
締
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
第
二
節
）。
華
字
紙
に
は
あ
ま
り
登
場
し
な
い
が
こ
れ
ら
の
日
本
人
の
中
に
は
女
性
も
多
く
、
中
国
人
と
結
婚
し
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
日
本
女
性
は
総
領
事
館
（
及
び
香
港
当
局
）
の
視
点
か
ら
は
目
に
入
り
に
く
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
総
領
事
館
が
身
元
引
受

人
と
な
る
こ
と
で
日
本
へ
の
送
還
を
希
望
す
る
日
本
人
の
香
港
へ
の
入
境
、
引
揚
に
道
が
開
け
、
こ
れ
以
後
は
送
還
目
当
て
で
密
入

境
す
る
日
本
人
に
関
す
る
華
字
紙
の
記
事
は
見
当
た
ら
な
く
な
る
（
第
三
節
）。
一
方
で
、
一
九
五
〇
年
以
降
、
日
本
―
香
港
間
の

民
間
貿
易
の
発
展
を
背
景
に
、
引
き
続
き
規
制
が
厳
し
か
っ
た
香
港
で
は
、
日
本
人
が
密
入
境
後
に
直
接
密
貿
易
に
携
わ
る
ケ
ー
ス

が
登
場
し
、
こ
れ
を
目
的
と
す
る
新
し
い
形
の
密
入
境
事
件
が
発
生
し
て
い
た
（
第
四
節
）。

　

第
四
節
で
見
た
日
本
人
の
逮
捕
の
記
事
は
、
香
港
で
日
本
の
総
領
事
館
が
設
置
さ
れ
た
後
で
も
発
生
し
て
い
る
。
講
和
条
約
締
結

に
伴
っ
て
一
部
日
本
人
の
香
港
へ
の
渡
航
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
滞
在
期
間
等
の
制
限
や
貿
易
規
制
が
続
い
て
い

た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
日
本
人
が
香
港
で
経
済
活
動
に
携
わ
る
こ
と
に
は
厳
し
い
制
約
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
大
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き
く
変
わ
る
の
は
、
日
本
人
に
更
新
可
能
な
六
ヶ
月
の
入
国
査
証
が
認
め
ら
れ
、
日
本
の
商
社
が
相
次
い
で
香
港
に
支
店
を
開
設
す

る
一
九
五
四
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

（
（5
（

る
。

　

本
稿
で
は
基
礎
的
な
事
実
関
係
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
香
港
―
日
本
関
係
史
の
み
な
ら
ず
、
中
国
残
留
日
本
人
の
引
揚
史

や
、
戦
後
再
開
し
た
日
本
人
の
海
外
渡
航
の
歴
史
の
研
究
に
お
い
て
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
香
港
史
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
筆
者
自
身
の
も
の
も
含
め
、
従
来
の
香
港
の
出
入
境
管

理
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究
は
大
陸
中
国
か
ら
香
港
へ
の
中
国
人
の
流
入
の
み
を
対
象
と
し
、
中
国
人
の
流
入
を
想
定
し
て
作
ら
れ

た
制
度
が
他
の
外
国
人
に
対
し
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
た
の
か
を
扱
っ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
そ
う
し
た
視
点
に
お

い
て
も
、
本
稿
の
考
察
が
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
戦
後
日
本
人
の
香
港
へ
の
〝
非
合
法
な
〟
渡
航
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
日
本
人
の
香
港
へ
の
合
法
的
な
渡
航
再

開
を
め
ぐ
る
紆
余
曲
折
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

《
注
》

（
1
）　

奥
田
乙
治
郎
『
明
治
初
年
に
於
け
る
香
港
日
本
人
』（
台
北
・
臺
灣
總
督
府
熱
帶
産
業
調
査
會
、
一
九
三
七
年
）。

（
2
）　

呉
偉
明
「
戦
前
の
香
港
に
お
け
る
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
的
及
び
社
会
的
研
究
」（『
日
中
社
会
学
研
究
』
一
六
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
3
）　

陳
湛
頤
《
日
本
人
與
香
港
：
十
九
世
紀
見
聞
録
》、
香
港
・
香
港
教
育
圖
書
、
一
九
九
五
年
。
同
著
〈
香
港
初
年
的
日
本
娼
妓
〉、
原
武
道
・
陳
湛
頤
・
王
向
華

（
編
）《
日
本
與
亞
洲
華
人
：
雁
史
文
化
篇
》、
香
港
・
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年
。

（
4
）　

方
亮
「
開
港
の
香
港
に
お
け
る
最
初
の
日
本
人
：
漂
流
民
庄
蔵
・
力
松
に
関
す
る
考
察
」（『
千
葉
大
学
人
文
公
共
学
研
究
論
集
』
四
一
、
二
〇
二
〇
年
）。



第二次世界大戦後の香港における日本人の密入境83

（
5
）　

西
中
利
江
「
明
治
初
期
に
お
け
る
日
本
人
と
香
港
―
『
香
港
史
』
の
再
発
見
と
『
歴
史
総
合
』
教
材
研
究
―
」（
駒
場
東
邦
中
学
校
高
等
学
校
『
研
究
紀
要
』
五
〇
、

二
〇
二
四
年
）。

（
6
）　

赤
岩
昭
滋
「
香
港
の
日
本
人
墓
地
―
船
員
の
墓
碑
を
中
心
と
し
て
―
」（『
海
事
史
研
究
』
二
一
、
一
九
七
三
年
）。

（
7
）　

羅
燕
妮
・
陳
文
耀
〈
從
香
港
日
本
人
墓
地
碑
文
看
日
本
人
在
香
港
活
動
歷
史
之
轉
變
〉、
李
培
德
（
編
著
）《
日
本
文
化
在
香
港
》、
香
港
・
香
港
大
學
出
版
社
、
二

〇
〇
六
年
。

（
8
）　

岩
下
哲
典
・
村
田
和
美
・
李
香
蘭
「
香
港
墳
場
の
日
本
人
墓
地
研
究
資
料
に
つ
い
て
」（『
明
海
大
学
教
養
論
文
集
―
自
然
と
文
化
―
』
一
九
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
9
）　

馮
錦
榮
〈
日
本
人
在
香
港
的
活
動
與
「
和
書
」
的
流
播
（
一
八
六
八
―
一
九
四
五
）〉、
李
培
德
（
編
著
）《
日
本
文
化
在
香
港
》。

（
10
）　

飯
島
渉
「
香
港
―
日
本
関
係
の
な
か
の
香
港
日
本
商
工
会
議
所
」（
波
形
昭
一
編
著
『
近
代
ア
ジ
ア
の
日
本
人
経
済
団
体
』
同
文
舘
出
版
、
一
九
九
七
年
）。

（
11
）　

小
島
勝
「
香
港
日
本
人
学
校
の
動
向
と
香
港
本
願
寺
」（『
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
三
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
12
）　

山
本
芳
美
「
香
港
の
日
本
人
彫
師
た
ち
―
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
―
」（
明
治
大
学
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
論
叢
』
八
五
―
三
・
四
、
二
〇
一
七

年
）。

（
13
）　

大
東
和
重
「
あ
る
日
本
人
の
香
港
体
験
―
和
久
田
幸
助
覚
書
―
」（『
関
西
学
院
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
言
語
と
文
化
』
二
四
、
二
〇
二
一
年
）。

（
14
）　

な
お
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
日
本
占
領
期
に
つ
い
て
も
相
当
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
和
仁
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
（
和
仁
廉
夫
「
香
港
軍
政

史
研
究
の
現
況
と
伝
承
者
た
ち
―
資
料
と
作
品
か
ら
―
」『
植
民
地
文
化
研
究
』
二
〇
、
二
〇
二
一
年
）。

（
15
）　

陳
湛
頤
（
編
）《
日
本
人
訪
港
見
聞
錄
（
一
八
九
八
―
一
九
四
一
）》
上
・
下
卷
、
香
港
・
三
聯
、
二
〇
〇
五
年
。

（
16
）　

谢
健
（
编
译
）《
寄
旅
香
江
：
日
本
人
笔
下
的
香
港
》、
南
京
师
范
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
。

（
17
）　

内
野
好
郎
「
香
港
に
お
け
る
戦
後
の
日
本
人
団
体
―
香
港
の
経
済
発
展
と
日
本
企
業
の
活
動
を
視
点
に
―
」（
小
林
英
夫
・
柴
田
善
雅
・
吉
田
千
之
輔
編
『
戦
後
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本
人
団
体
―
引
揚
げ
か
ら
企
業
進
出
ま
で
―
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
18
）　

川
辺
純
子
『
香
港
日
本
人
商
工
会
議
所
の
研
究
（
一
九
四
五
～
二
〇
一
九
年
）
―
自
由
経
済
か
ら
一
国
二
制
度
へ
の
対
応
―
』（
文
眞
堂
、
二
〇
二
三
年
）。

（
19
）　

木
本
正
『
香
港
の
水
―
日
本
人
の
記
録
―
』（
講
談
社
、
一
九
六
七
年
）。
一
九
九
一
年
に
日
本
放
送
出
版
協
会
よ
り
復
刊
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。
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（
20
）　

立
石
泰
則
『
三
和
銀
行
香
港
支
店
』（
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
21
）　

香
港
日
本
人
俱
楽
部
広
報
部
編
『
香
港
日
本
人
俱
楽
部
創
立
二
五
周
年
記
念
号
』（
香
港
・
香
港
日
本
人
俱
楽
部
、
一
九
八
一
年
）、
香
港
日
本
人
俱
楽
部
『
香
港
日

本
人
社
会
の
歴
史
―
江
戸
か
ら
平
成
ま
で
―
』（
香
港
・
香
港
日
本
人
俱
楽
部
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
22
）　

奥
田
前
掲
書
、
飯
島
前
掲
論
文
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
台
湾
人
・
朝
鮮
人
を
含
ん
だ
も
の
。

（
23
）　
『
日
本
赤
十
字
社
社
史
稿
・
第
六
巻
（
昭
和
二
一
年
―
昭
和
三
〇
年
）』（
日
本
赤
十
字
社
、
一
九
七
二
）
二
五
二
頁
。

（
24
）　
『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
九
月
二
六
日
一
頁
。

（
25
）　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
一
月
一
〇
日
二
頁
。

（
26
）　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
二
月
一
二
日
三
頁
、
一
二
月
二
二
日
二
頁
。
翌
一
九
四
六
年
一
月
の
船
で
も
三
、五
〇
〇
人
が
送
還
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
占
領
下
で

香
港
基
督
教
総
会
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
い
た
鮫
島
盛
隆
は
こ
の
時
の
送
還
を
体
験
し
て
お
り
、
回
想
記
を
記
し
て
い
る
（
鮫
島
盛
隆
『
香
港
回
想
記
―
占
領
下
の

教
会
に
召
さ
れ
て
―
』
創
元
社
、
一
九
七
〇
年
）。

（
27
）　

川
辺
前
掲
書
二
〇
～
二
三
頁
。

（
28
）　

岡
田
晃
（
一
九
八
五
）『
香
港
―
過
去
・
現
在
・
将
来
―
』
岩
波
書
店
、
五
四
頁
。
岡
田
は
後
に
香
港
総
領
事
も
務
め
て
い
る
（
任
一
九
六
八
～
七
二
年
）。

（
29
）　

福
富
に
つ
い
て
、
香
港
日
本
人
俱
楽
部
広
報
部
編
前
掲
書
（
一
九
八
一
年
）
に
一
九
五
六
年
の
時
点
で
日
綿
の
所
属
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
（
一
〇

三
頁
）、
日
本
の
敗
戦
後
も
香
港
残
留
が
許
さ
れ
た
経
緯
な
ど
は
不
明
。

（
30
）　
「
香
港
に
高
ま
る
対
日
関
心
、
中
共
は
組
織
的
に
研
究
、
日
本
商
品
早
く
間
に
合
う
が
魅
力
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
一
月
二
〇
日
）。
香
港
で
は
一
九
五
〇
年

五
月
以
降
中
国
人
の
入
境
に
対
す
る
規
制
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
広
東
人
に
対
し
て
は
規
制
が
緩
く
、
人
数
制
限
（
ク
ォ
ー
タ
）
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
規
制
を

受
け
ず
に
入
境
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
広
東
人
で
あ
る
か
否
か
は
入
境
審
査
の
際
に
広
東
語
で
の
簡
単
な
質
問
に
応
答
で
き
る
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
た
。

「
広
東
語
の
試
験
」
と
は
こ
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
国
大
陸
か
ら
香
港
へ
の
中
国
人
の
入
境
規
制
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
香
港
に
お
け
る
入
境
管
理
体

制
の
形
成
過
程
（
一
九
四
七
～
五
一
）
―
中
国
・
香
港
間
の
境
界
の
生
成
と
『
広
東
人
』」（
永
野
善
子
編
『
帝
国
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
空
間
』
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
一
八
年
）、
同
「
一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
香
港
―
大
陸
間
の
出
入
境
管
理
と
越
境
者
の
法
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
『
入
境
許
可
証
』、『
通
行
証
』、
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『
香
港
身
分
証
』
―
」（
泉
水
英
計
編
著
『
近
代
国
家
と
植
民
地
性
―
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
歴
史
的
展
開
―
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（
31
）　

こ
の
分
類
の
一
九
四
九
年
以
前
の
数
字
に
は
括
弧
を
付
け
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
四
九
年
以
前
の
拘
束
は
、
平
時
の
法
に
お
け
る
逮
捕
・
起

訴
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

（
32
）　

こ
の
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
谷
育
平
編
著
『
引
揚
交
渉
録
―
戦
後
、
中
国
に
残
さ
れ
た
日
本
人
三
万
人
を
祖
国
へ
―
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
二
年
）、
大
澤
武

司
「
在
華
邦
人
引
揚
交
渉
を
め
ぐ
る
戦
後
日
中
関
係
―
日
中
民
間
交
渉
に
お
け
る
『
三
団
体
方
式
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
ア
ジ
ア
研
究
』
四
九
―
三
、
二
〇
〇
三

年
）
を
参
照
。

（
33
）　

村
井
前
掲
論
文
（
二
〇
一
八
、
二
〇
二
二
年
）。

（
34
）　
「
小
川
平
太
郎
大
使
特
別
寄
稿
」（
香
港
日
本
人
俱
楽
部
広
報
部
編
『
香
港
日
本
人
俱
楽
部
創
立
二
五
周
年
記
念
号
』、
香
港
・
香
港
日
本
人
俱
楽
部
、
一
九
八
一
年
）、

九
九
頁
。
小
川
は
後
、
一
九
六
〇
～
六
三
年
に
香
港
総
領
事
。

（
35
）　

小
川
平
四
郎
『
北
京
の
四
年
―
回
想
の
中
国
―
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）。

（
36
）　

遠
藤
正
敬　
『
戸
籍
と
国
籍
の
近
現
代
史
―
民
族
・
血
統
・
日
本
人
―
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
第
二
章
三
。
引
用
し
た
条
文
は
一
九
一
六
年
に
改
定
さ
れ
た

も
の
。
中
華
民
国
国
籍
法
（
一
九
二
九
年
）
で
は
「
中
国
人
の
妻
と
な
る
者
」
は
原
則
的
に
中
華
民
国
国
籍
と
な
る
と
さ
れ
る
。

（
37
）　

少
し
後
の
一
九
六
〇
年
当
時
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
海
外
派
遣
員
と
し
て
香
港
に
滞
在
し
て
い
た
尾
上
悦
三
も
、
中
国
人
と
結
婚
し
た
日
本
人
女
性
に
つ
い
て
言
及

す
る
際
、「
す
で
に
日
本
人
と
は
い
え
な
い
が
」
と
の
前
置
き
を
付
け
て
い
る
（
尾
上
悦
三
「
現
地
報
告
・
香
港
の
中
の
日
本
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
―
三
、
一
九
六
〇

年
）。

（
38
）　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
我
が
心
の
香
港
～
映
画
監
督
ア
ン
・
ホ
イ
」（
原
題
《
好
好
拍
電
影
》
／K

eep R
olling

、
香
港
、
二
〇
二
〇
年
）
の
中
で
ホ
イ
自
ら

が
語
っ
て
い
る
。

（
39
）　
『
朝
日
新
聞
（
東
京
・
夕
刊
）』
一
九
五
二
年
一
二
月
〇
二
日
「
香
港
経
由
で
促
進
か
・
中
共
か
ら
の
引
揚
げ
・
総
領
事
が
身
元
保
証
」。

（
40
）　
『
朝
日
新
聞
（
東
京
・
朝
刊
）』
一
九
五
二
年
一
二
月
二
六
日
「
元
俳
優
ら
四
名
帰
る
・
中
共
地
区
と
香
港
か
ら
」。

（
41
）　

大
澤
前
掲
論
文
。
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（
42
）　
〈
港
日
間
私
貨
來
往
多
，
市
面
迭
有
日
人
發
現
〉、《
華
僑
日
報
》
一
九
五
〇
年
六
月
二
六
日
。

（
43
）　
〈
日
人
十
一
名
台
人
一
名
，
被
控
私
運
彈
殻
入
口
罪
〉《
工
商
晚
報
》
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
44
）　
「
起
訴
の
密
航
日
本
人
船
長
釈
放
」『
読
売
新
聞
』
一
九
五
〇
年
二
月
二
七
日
夕
刊
。

（
45
）　

土
井
智
義
『
米
国
の
沖
縄
統
治
と
「
外
国
人
」
管
理
―
強
制
送
還
の
系
譜
―
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
二
年
）、
二
～
一
四
頁
。

（
46
）　

棚
原
恵
教
「
米
軍
管
理
下
の
琉
球
警
察
制
度
」（『
警
察
学
論
集
』
六
―
一
一
、
一
九
五
三
年
）。

（
47
）　
〈
日
人
被
控
非
法
入
境
〉、《
華
僑
日
報
》
一
九
五
二
年
一
一
月
一
二
日
。

（
48
）　
「
香
港
か
ら
一
名
送
還
・
一
昨
年
機
帆
船
で
密
出
国
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
一
二
月
二
七
日
。

（
49
）　

川
辺
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
50
）　
「
一
般
人
は
二
週
間
に
・
邦
人
の
香
港
滞
在
制
限
厳
重
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
三
年
一
月
一
四
日
。

（
51
）　

と
は
い
え
武
村
が
語
る
「
四
、
五
百
人
」
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
は
他
に
裏
付
け
が
な
く
、
誇
張
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
52
）　

表
1
か
ら
は
一
九
五
四
年
以
降
も
密
航
の
記
事
の
件
数
は
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
表
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
容
的
に
情
報
量
は
圧
倒
的

に
少
な
く
、
関
心
の
低
下
が
窺
わ
れ
る
。


